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アメ 1)力の苅イラク攻撃は、最

初の 1日で300-，--4伐〉発の巡航ミ

サイルを訂ち込むなど、高官官度の

集中しだ空爆を加え、極超賠題で

イラクを徹底的に彼液・議壊さぜ

るというものです。当然、劣化ウ

ランの便用が疑われる策通爆弾ち

大量に投下されることになりま

す。苅イラク戦争でを置きちらされ

る劣化ウランの鍾iみ前回の湾岸

戦争とは比較にならないほど膨大 、
なちのとなるでしょう。をまた、湾

燦戦争的場合、南部の砂漠地帯が

主戦場でしたが、今胞は首都パグ

ダットとその周i7Jが定戦場になる

と予想されますの貫通爆蝉は、パクダット夜中山に地下施設を破壊するとめに使用されきます。戦車部隊を中

。とした陸上部隊ちパグダットの近くまで仰し笥t芝、劣化ウうン弾をま使うでしょう@人口が潜集している都

市部!こ劣化ウランがばらまかれること!こなるのです。 Eとえi翠じ録。〉劣化ウランであつだとしてち、その被

害警の大きさは前自の比ではありまぜん。

劣化ウランは45億年の半誠轄を持つ放射性物質です。環境中むをまをきちらされれば、その影響は極めて広範

閤に及び、長期間持制します。汚染の隙去ち議境の回復ち不可能です。さらに劣化ウランは、アルファ線と

呼ばれる強い般射線校出します。体内!こ議積された劣化ウランId:，内部被曝によって、務・白血病、先天性

の異常、その他主役場にねだる様々な疾病・燐欝を引き起こします。特iこ身体1J~弱く、成祭期の子ども達に被

害1J~集中しきます。劣犯ウラン曹は、その被害の持続性、

不弓逆性、然護服憶がらして嬰らがな非人道兵器であり、

その使用は戦争~G罪iこ他なりません。

すでにアメリカは、 1991年の湾岸戦争!こおいて32 
Oトン(英国原子力公社によれば7αコ万人夜死亡さぜる量)

もの劣化ウうンなイラクにばらまざましだφ その結粟、

子どち達の轄で惨たらしい被害1Jt発生していきます。アメ
劣化ウラン綾簿。空襲警護撃がもたれている董遺書軍事単語滋ト24 リ力は、その子どち譲とイラクの人々的jニiこ、湾びより

大線模iこ劣化ウランをまきちらし、さらなる務レみを与えようとしています。私だちは、アメソ力的対イラ

ク戦争と日本の戦争協力に断閤反苅します。鍍識の非人道兵器=劣化ウラン兵器の使用は断じて許ぜません。

劣化ウラン弾とは核燃料の製造過棋で出るゴミから作られた兵器

劣化ウランのり}とi法、原発で使う核燃料の裂選議議稼〈ウラン235の割合を高めるだめの濃鍛工樫〉で出て

くるゴミです。非常i二大ざい密度を持つだめ、戦葱め装甲を話ち抜くための器弾の特料としては議過な物質

です。ま疋、アメリカでは過去50年の瞳r~二、ずで!こ 5075トン以上ちの膨大な量の劣犯ウランが作り出され、



寓棄物として許まり続けています〈アメソ力に濃縮を震託している日本の諒発から出た分也含まれており、

兵器転用の疑いがあります入そのため、非増iこ安い檀段で材料を入手することができる上、兵器として他の

罰にばらまくこιで、麓棄物思分もできてしまうという一日二轟の刻繋があるのです。� 1991年の湾帰戦争

で話、劣化ウラン諒戦車線弾や航空機の磯銃弾として使用されていきましたが、� 19♀ア部以緯アメ� 1)力話、翼

通蝶弾や巡航ミサイルなど、さまざま悲兵器iこ劣化ウラン在大撃に使うようになっていると言われています。

劣化ウランは核撚料とほぼ間じ強さの放射能を持つ核撚料物質

劣北ウランiま核機料iこ較べて、核分 劣化ウランと綴燃料の学滅期・放射能の比較� 

裂性のウラン235のさま荷量は~1.主くな
z半減期押)I単後策量当たりの� α放射能(万陶/が� 

っています。しかし、核螺料と劣詑ウ
ウラン235 7.04x10' 11 7. 

ランのどちらお、成分のほとんどを占
ウラン238 4.47 X 10

9 
24 1. 

めているの抵、鞍分裂しにくいウラン 核燃料(U235・3も)� 421. 

25 1. I覧)5:0.2劣化ウラン似おlレファ線とjちフフ238です。ウラン238

呼ばれる強い放射線を出すため、劣化

ウうン(ウラン238:99.8%+ウラン235:0.2%)の単む翠量あ詑りの按封能|志核燃料〈ウ歩ン238 

:9ア%十ウラン235:3%)rこ対して、約88%までにしか下がりません。般車普能という点でiま接蛾料とほ

とんど…鰭なのです。日本の法律では、劣化ウランは級燃料物質!こ対類Eされています。鶴送容器の中や顕子

力施設的で厳重に保管されるべき危際物であり、環境中iこ般出すること諒許Eされません。当然アメリ力冨内

でち厳重な管理が義務づiすられていきます。アメリカ政府と軍は、接燃料と司様の意畿な按射性物質を、民器

として砲の冨にまき襟らしているのです。

米軍帰還兵とその家族に湾岸戦争症棋群とよばれる多様な疾患が多発

(2002 Gulf War St翁tistics 輔自朝日C)

捧調の異変を訴え、政府・退役軍人雀!こ誌療を要
湾際戦争犠{殺事奪G)帰還条

求しています。また、� 3ア%に当疋る18万5，780 制。人的液状G)パーセンテージ� 

人が、鶏筑や韓需による就対等の不能に対する捕

犠を聾求しています。階選長のおよそ半護実現くが

伺らかの健康被害を訴え、ずでiこ96以コ人以上の

1帰還此が死亡しています。戦場での劣化ウランへ

の広範翻・大競模な被曝が、この異常なまでの叡の

謹建築被害をさEみだしだことは嬉いがありません。

湾岸戦争症稜群に罷っている掃灘兵650人を対象

としだ謂繭によれば、疲らが訴えている慢性的な

症状は、税弔や頭籍、関節痛、樗籍、下爵から記
G. L. Nicolsoo，E. Hym劇k憶障害、睡眠蹄欝等持、多肢にわたります。鑑試
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Lo阿z，� N. Nicolson，W 廷判，の多機牲が、劣{ちウラン被害-/奄滞症候群の一つ
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Toxicology 4，(1ヲヲ5)的鯨害など深刻極まわない被害が発生しています。
..:(1 4言論� 袋容 を知市

でiまありませんa帰還兵の子ども達の聞でも、先3史 occ ande閉c民話M担OnaIpaミ宅� 

海岸戦争!こ従軍した兵士の潤で、癌・白血病、
湾岸戦争への従軍者� 

免疫不全をはじめ、金書iこわだる様々な疾患が
|復員軍人婦のサービス毒事の給付有資格者 

多発しており、総持して;警岸戦争症模群と謬iま
五詰の異変訴え復員軍人路に医療を要求� 

れています。戦争後瀧役し、選役軍人舗の総討
病気や陽書による就労毒事の不能に対する補償要求� 

の有識揺者となっている507ラ4.04ア人の肉、� 6 
死亡� 

宅、tJ人以上ちの縛還兵O万3.(わ26こ当だるiら29

69万6，628人

50万4，047人

26iJ3，∞G人� 

18万S宅� 780人

9，600人� 



イラクでiま窪・自車競が多発…DUによって� 1万人以上の人々が癌にされた

出土!こ320トンもの劣信ウラ 1989年一1991年のイラク爾都における白血病の治加

ンを銃器ちらされだイラクで� 

i語、戦携に近い南部の都市パ アルーパスフ

アルームサナ
スう薮£やかに、意・自邸購が� ア)1，-カディシャ

31苦"'71きiこ増裂していきます。� {イラク緩まま銭安えにしし RC急電作成した資料を転量産-19毒事華字(1)~~主導l~を 100として表示}

さらに鰻近の報告でi語、� 199 

9年以際、さらに急激な勢いで癌・白血病が繍加していると書われています。パグダット大学医学部のジョ

ルマクリー医師によれば、印血病の増加が特徴的で、パスうでの小問白血病(悪性}の発生観は、� 1994年"'1 

998年は24"-'25人で推移していましたが、� 2以M年は70人となっており、ここ2、3年における摺加傾向

が明轄です。これまでの被害は選炭慰問iこ過ぎず、これかちさそうに被害が本樟化するのかも知れません。

イうク保鐘雀i立、イでうク全体でお年題の態鐙銭件薮が総1荻)()件掻揺しf三ことを明らかiこしています(199 

1年と1997年の民較)。にの委主字は、人口爆加と比椀した癌発全の詔然擢分を警護!こ入れても、年間1伐)()

人以上の人々が過剰に錯iこ穣� 
パスラでの子供の懇性腺婦の発生数

っていることを示してい殺す。
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t: 
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iトトその他の悪性彊蕩
いからです。湾岸戦争後199 

1年から2α)2年までの暗に、

劣花ウうンが悪爵と警えもれ

る、およそ1万人以上の癌患
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者の過剰j発生があつだと評髄

年 2∞2年12月� 1B t広島でのジ週� JL-マクリ-Bil
しでも決して過大評価にはな

鱒{パグダッド大型韓国産当幹線}の緩告から作成 もないでしょう。

イラクでiま50万人以上の子ども違が死亡一模拡DU被害全体の氷山の一角

被需は癌・白血摘だけではありません。〉噂樺戦争後に� イラヲにおける翁般家賓の死亡の梅漬

哩絞首

E憲法れだ子ども還の簡で、四肢、� B良、耳、鼻、苦および

性器の変彰、あるいは、欠損といつだ先天的鰭害が頻繁
?長記崎 、 命日、

!こ現れています。をまだ、懇話被害全俸の7J<LlJO)一角iこ潜

在悲せん。水菌下にi議、簿岸帰還兵が訴しているような、 らぬa 
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判

様々な姿を取った機性的な疾病の広大な栂野が広がって ゆ

いるでしょう。劣化ウランによる免疫不食は、感染症と 長胤� 

その死亡の増大喪臨たして儲き、時微なものも含めて撮 網膜� 
G 

4眠時�  
々な先天的疾患は出生畿の車場究死亡率を引き上げてい 4躍

泌3 

ると零えられきます。劣詑ウランiこよる部染誌、イラクの 20 

悲嬢な現状を、拡大、擢躍する投書目を嬢だしているiこ逮

時いありません。� 
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1999年にユニセフは、イラクにおける乳組児死亡率
是正� 

の顕著な増加を明らかにし、� 1991年から98年までの "A 00担� on回加国lionof朋� deト� fivedeaths" (198判事98)UNICEF 

』
円
申
冊

目
冊
冊

帥
肋
骨

噌
曲
曲

円
罰
品
目

白
血
血

肋
酬
明

咽
由
明
�
 

40i 円� 4 :::J.t'F 

f - Ld f 

/"'"-九一/ s，� • • ー---20 

。



お年間に死亡した金乳幼児のうち、約50万人1J~'鎚裁mのために莞亡しだのだと発表しきましだ。現在で誌、そ

品類はさらに増大し、おそらくγo万人以上の子どち議が韻接には戦争とが制裁かによって、そして少ながちず

劣化ウランの被害によって殺されていることになるでしょう。

劣化ウランは微粒子となって飛散し、広範閤な汚染と被曝被害を引き起こす

劣{乙ウラン弾は、ターゲットとなっ定戦車を貫通しながら激しく燃機し、車輔内の兵銭を殺揮し、車舗を

炎上させます。燃焼の結襲、弾誌の愈灘ウランは酸{じ物の微結子となります。これらの撒粒子は大銭中に浮

遊する工アヨゾJしとなり、患に乗って広く拡叢しをまず。現地講義等から、最{援でも40km、部るいiまもっと

遠距離まで劣詑ウうンのエア口ゾんが到達すると撞題されていきます。

エアロゾル化した劣化ウランは静寂を通レて容易に緯iこ取り込まれる?とめ、非常iこ窓畿です。肺に入った

劣化ウランi語、そのiまとこんどが不溶性の駿也ウランとなっているだめ血譲iこ非常!こ溜け難く、続錦織に伺蓄

したまま蝶難題残留レをまず。そレてアルファ績と時ばれる按叡緯を出し、周屈の腕鑓胞を損傷し鏡げます。

従来、ウランは比較的早く捧外iこ排出されるものと考えられてさきました。レかし、被爆か日γ年が経濯し

だ畿でも、帰灘共の療あるいは精濃から、通常よりち高い灘肢で劣北ウうンが横出されています。おそらく、

腕iこ鶏彊レだ劣化ウランの微粒子が、徐々に由流に溶けこんでいくことで、撞性的な内灘や組織の沼染をきi

き起こしているものと替えもれます。

をまた従来、ウランはもっぱら襲警臓む骨に蓄積し、化学的毒性iこよる警聾害のみが問題であるとされてきま

し疋。しかし、議近の動物襲験の結果、身体のあちゆる組織、議襲丸や態盤、リンパ節、描髄!こまでウランが

欝穣され、免般の器下を忍|窓担こし疋り、脇活動に影響否部えたりするE芸能性があることが分かつてをきまし

た。また、路盤を通して蛤兜にも蓄積し、警変形等の奇影を引き起こすことが明らかiこされています。

劣北ウランはアルファ放射能としての特別の危陰性を持つ

劣{乙ウうンIel:アルファ鰻とよばれる按製緯を政出します。アルファ線の議i遠距離は矩いのですが、高い工

ネルギーをちっており、機器!こ当だると盤大な彰欝を及1まします。体内!こ甑り込まれた劣化ウランi語、アル

ファ織による訂撃在近傍の縄轄に集中的に浴びせ、前癌細胞を密聾して発生させることになります。米彊の

タンプリン博士やコクラン博士!立、� mツトパーティクjレ榎説とレて、そのような賭所的で密集した前癌繕箆

を発生させるような被爆が、全島に平士号先とされて盤ける被諜よりも、尭癒の司能性をはるかに高める危瞭牲

を警告し、� IC円p(国際放射線詰護委員会)はアルファ放射能むよる内部被膿を10廷の分の1以下iこ過小評価し

ていると批鞄しましだ。ゴフマン博士の訴しだ試算吋こ従って計算すれば、� 25議の嘆摺窃に苅する劣化ウラ

ンの締錨吸入量〈村部%の確率で鼓死的な肺癌が生やる鞍入量)I語、絹50ミリグラムと主主ります。米粒よ

りも小さいかけらでち、撤粒子となっだものを眠い込め試確実に賂が発生するのです。

アメ 1)力政府・軍や、原子力擁護の学書違i謀、口を撤えて f線鑓がf~すぎて影響が出るはずはない J r理論

的にありえないJ rストレスが顕盟」等々と業譲しています。� f註来知見で脱鵠できなしりというように誕濃

の知売を絶対化し、頭演を否定するというのが按らの常護手段です。確かに、劣化ウラン弾による環境と人

体への意思饗は、想畿を鶴えた大きさと漂さを持っています。多くの点が未解明です。しかしだからこそ、震

環に発生している被警がらt告発レ、劣化ウランの人体影響iこ関する知売をより曜にし、精密北し、豊富化

していくことが郵襲なのです。それこそが、真ζ科学的で粛託部る態産です。※:r人間と放射線JJ，W::fフマン著 1告諮問

アメリカiここれ以上劣化ウランを棲わせてはなりません。イラク戦争段対の声をあげていきましょう。

アメリカの戦争拡大と日本の有事法剰に庶対する署名事務局


子580-0023大阪府松露妻子行衛新町� 3-3-28 阪湾中失病院労働組合気付 


以来:072-33ト19内 線上:http://www.jca鯵� c.org/stopUS糊� rl


美浜*大飯・高浜藤発!こ皮対する大薮の愈

〒530-0047大板市北区鶴来滋4-3-3 A豊光ピル3階� 

TEL:06-6367-6580 FAX:06-6367-6581 URL:h泣い11削WW.jca.apc.org/mihama 2∞3年2月

http://www.jca鯵
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以
降
、
放
射

能
障
轡
を
綴
と
す
新
た
な
兵
器
と

し
て
轍
念
さ
れ
る
の
が
「
劣
化
ウ

ラ
ン
〈
�
 
D
U
)
」
だ
。
様
子
力
持

播
や
核
兵
器
製
鵡
川
口
「
織
物
利
用
」

で
生
み
出
さ
れ
、
米
側
耶
が
ア
フ
ガ

ン
攻
撃
や
イ
ラ
ク
戦
争
で
大
震
に

慣
用
し
た
が
、
が
ん
や
先
天
輿
常
ス
ラ
で
の
小
児
の
が
ん
路
疲
は
鰐

ど
の
関
僚
が
揺
議
さ
れ
て
い
る
。
停
戦
争
前
の
加
年
に
印
刷
判
(
白
血

中
京
区
の
府
握
続
会
鮪
で
6

病
日
例
)
だ
っ
た
が
、
�
 
年
は
�
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I
イ
ラ
ク
の
党
税
問
僻
~
ジ
ャ
�
 8
3例
〈
問
問
滋
例
〉
紀
�
 H
表
参
照
。

ナ
ン
・
ガ
リ
ブ
・
ハ
ッ
サ
ン
さ
ん
先
天
的
筒
形
は
鉛
年
の
出
生
1
0

(
同
日
〉
の
構
練
会
が
あ
っ
た
。
岡
山
日
間

南
部
の
パ
ス
ラ
に
あ
る
「
パ
ス
ラ
年
に
は
同
泣
・
時
人
に
増
え
た
。

母
子
病
院
」
む
小
児
が
ん
絢
糊
資
「
以
語
、
出
産
し
た
母
親
は
議
ん

任
者
で
、
名
十
日
撞
大
で
印
刷
病
治
時
が
男
か
女
か
私
に
尋
ね
た
。
今

環
を
受
け
た
イ
ラ
ク
人
少
年
の
主
は
円
筒
滋
か
欝
濁
で
は
な
い
か

治
窪
と
じ
て
来
日
し
た
。
と
聞
く
」
。
そ
し
て
、
今
回
の
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
映
し
出
し
ラ
ク
戦
争
で
米
軍
が
使
っ
た
�
 
D
U

D
U

「
科
学
的
証
明
」
を
待
て
ぬ
患
者
た
ち

を宅署員首長
く 鵬 た れ 人 記
ゑゃうたの、
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ば
か
ら
小
児
が
ん
や
先
米
縄
燃
が

急
増
し
た
事
実
が
灘
間
芯
れ
た
。

米
軍
は
出
作
の
酬
向
山
即
戦
争
時
、
機

関
砲
弾
な
ど
と
心
て
主
に
イ
ラ
ク

端
部
守
少
な
く
と
も
約
�
 
3
2
0
J

の
ひ
�
 υが
債
っ
て
い
た
。
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は
2
0
0
o
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も
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わ
れ
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省
情
報
な
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在
日
米
大
使
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
一
機
韓
可
能
)
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研
究
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花
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な
ど
で
琴
吋
ん
て
ぢ
た
。

と
い
う
躍
が
掛
匂
米
国
は
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mw

ど
が
ん
増
加
と
の
因
果
関
係
託
つ

い
て
、
役
界
保
憧
機
関

0
0人
当
た
り
3
・
借
入
が
、
旧

叫
年
4
月
綴
告
な
ど
な
引
用
し
、

汁
が
ん
の
劇
部
ど
め
一
非
難
は
事
実

無
綬
。
イ
ラ
ク
の
化
学
兵
器
開
閉

こ
そ
が
最
も
可
能
性
が
縫
い
�
 

h

般
活
動
家
の
組
織
網
な
料
開
閉
し
た

イ
ラ
ク
む
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
な
ど

と
主
張
す
る
�
 
年
4
月
の
国
務

水
判
明
町
内
は
回
年
に
初
心
患
者
が

纏
綿
♂
れ
、
印
年
に
熊
本
大
が
「
袴

「
今
は
病
状
授
、
カ
ル
テ
を
書
一

機
水
鍛
説
」
を
提
起
。
し
か
し
、

開
国
企
業
チ
ッ
ソ
は
「
擬
祇
性
が

き
続
け
て
、
組
鎌
を
集
積
す
れ
ば
、

米
闘
の
持
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り

す
る
い
。
講
演
後
、
ハ
ツ
サ
ン
盟

締
に
声
を
か
け
る
お
本
人
器
部
が

い
た
。
南
区
で
診
繍
所
を
時
開
業
す

る
内
科
癒
、
恕
ウ
瞬
さ
ん
(
話
)
だ
。

「
役
会
の
病
問
の
解
決
も
医
解

の
仕
事
」
と
め
思
い
か
ら
、
均
年

代
か
ら
府
室
部
会
・
公
欄
対
熊
議

員
な
ど
ど
し
て
鴎
一
動
議
工
輔
の
有

機
溶
剤
持
染
や
、
高
速
道
路
の
大

鰐
持
織
な
ど
公
欝
問
題
に
取
り
組

ん
だ
の
「
核
戦
争
前
止
・
被
兵
灘

隣
組
を
訴
え
る
一
京
都
樫
師
の
会
い

に
も
位
年
の
発
起
部
初
か
ら
参

本
の
川
口
順
子
外
穏
も
今
年

丹
、
尚
志
社
大
で
の
鱒
械
で
吋
〈
イ

ラ
ク
戦
争
で
〉
使
っ
た
か
米
壊
に

問
い
合
わ
せ
た
が
吋
世
間
わ
な
い
』

な
い
」
ど
苔
定

う
や
く
「
蹴
凶
は
チ
ッ
ソ
の
メ
チ

ル
水
銀
〕
と
認
め
る
ま
で
工
塘
は

機
織
し
掛
け
、
-
万
2
8
9
0人

の
愚
者
(
認
定
・
米
関
定
療
者
の

合
計
、
�
 3
月
末
現
在
〉
後
出
し
た
。

足
立
極
細
酬
は
「
科
学
的
断
定
は

叩
酎
の
統
制
例
を
要
求
す
る
が
、
そ

ど
の
と
と

で
は
吋
機
嫌
に
影
響
は
な
い
�
 ど

b

の
粕
鞠
だ
」
と
誌
べ
た
。

ハ
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ン
監
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に
原
器
は
路
沼
化
ら
な
い
。
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当
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に
よ
る
と
、
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被
爆
が
由
ら
の
平
和
の
願
い
と
議
線

に
、
大
国
む
指
導
資
た
ち
は
械
を

手
放
さ
ず
、
そ
り
鐙
み
は
、
簡
を

上
げ
ち
れ
な
い
鵜
者
た
ち
に
し
わ

寄
せ
ぢ
れ
て
い
る
。

イ
ラ
ク
む
医
療
は
、
湾
即
時
戦
争

後
の
騒
済
哲
哉
、
追
い
打
ち
加
が

け
?
ラ
ク
撃
に
よ
り
撃
の

状
況
に
あ
る
。
議
鱒
な
小
児
患
者

を
闘
え
る
パ
ス
ラ
母
子
病
院
も
、

点
滴
欄
関
や
盤
療
用
酸
素
な
ど
が

不
能
。
栄
養
状
態
も
惑
い
。
日
本

政
府
む
援
助
は
な
く
、
日
本
人
鐙

致
事
件
以
来
、
頼
み
の

援
も
不
透
明
な
状
況
だ
。

「
未
来
を
鰹
え
る
た
め
に
、
私

た
伊
つ
は
ム
ヴ
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
い
。
ハ
ッ
サ
ン
陛
鰐
は
錦
繍

の
最
後
に
、
白
木
の
聴
衆
比
野
び

か

け

た

。
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